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横河電機株式会社  

代表取締役社長  美川 英≡   

90年代に入って以来9 －陛界の冷戦構造の終焉と  

ともに，企業をとりまく環境は激変した◎ 一部の  

地域を除いてイデオロギー対立の時代は終わり，  

‾世界はグローバルな大経済時代に入ったと言える  

だろう8 横河電機は工場やプラントの自動化とい  

う分野で世界の企業に接してきたが，21世紀を目  

前に控えた－陛界の産業界の現状を冒のあたりにし  

てはっきり断言できることは，世界はいま「グロ  

山パル大競争時代」に突入したということだ。す  

なわち9 世界が単一の市場となり9 ここで世界の  

企業が強烈な戦いを展開するような時代に入った  

ということだ併 しかも9 顕著な動きとして注目す  

べきは，世界的な競合企業同士がくっついて9 さ  

らに強力なパワーを持つ国際企業連合の形成が始  

まっているという事実だ。大企業同士の合併によ  

る超巨大グロ㌦¶パル企業の出現。21世紀の産業社  

会では，あらゆる業種において世界でたったの5ヲ  

6凝二しか生き残れないだろうと言われているのは，  

そういうことだ。わが国の企業はこれまでも厳し  

い国際競争に揉まれてきたが，ほんとうの凄じい  

国際競争が始まるのは実はこれからなのだら   

な経営の革新が強烈に求められてくる。たとえば，  

日本のÅ工場の自動化を導入して生産性を5％  

アップさせる9 というのは従来のやり方。これで  

は海外の競合他社とのグローバル競争には勝てや  

しない。日本のA工場，米国のB工場，マレー  

シアのC工場とも併せてすべてオンラインでつ  

なぎ9 各国のプラントの稼働率が常にリアルタイ  

ムで把握されており，いくらで原料を調達し，為  

替，物流コストも含めて，どの国のプラントでど  

れだけ生産すると9 会社として利益がどれだけ上  

がる9 というような計算が瞬時に図られないと本  

当の意味でのグローバルな生産計画，さらにはグ  

ローバルな経営が成り立たない，そういう時代が  

真近に釆ているのだ。部分最適の時代から，グロ  

ーバルな企業経営を硯野に入れた全体最適を求め  

る時代がやって釆つつある①   

企業経営というものを，情報のピラミッドに喩  

えると，一番上の経営レベル，真ん中の管理レベ  

ル，底辺の現場レベルという3つの階層から成る  

組織体に分けることができる① これらを情報シス  

テムで表すと，－一番上位の経営レベルは，ERP  

（Enterprise Resomrce Planning）という統合業  

務システムのレベルであり，企業のトップ層が経  

営判断に用いるシステムである。その下の管理レ  

ベルは9 MES（Manufacturing Execution Sys－  

オペレーションズ8リサーチ   

そのような「グローバル大競争時代」で生き残  

り9 発展していくためには，企業はこれまでの業  

態をガラリと変えねばならない。ドラスティック  
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が進んでいないことが大きな原因であるが，ここ  

に至って日本の経済システムすべてがダメの賂印  

を押されたかのような雰囲気が社会に充満してい  

る．だが，製造業の世界に身を置いている立場か  

ら正直に言わせてもらうと，いま問題となってい  

るのは日本の金融システムなのであって，戟後か  

らずっと国際競争の荒波にさらされ，血の出るよ  

うな努力で自らの強さを勝ち取ってきたわが国の  

製造業まで一緒に沈没させられてはたまったもの  

ではない．だから，日本経済がいまにも終わって  

しまうかのように喧伝するマスコミの論調を見る  

たびに，「日本の産業，特に製造業はそんなにヤ  

ワじゃありませんよ．わが国にはETSというす  

ごい武器がありますよ」と心密かに反論している  

次第である．  

tem）と呼ばれるシステムで，生産管理，運転管  

理，芙績管理等を司り，経営レベルと現場レベル  

の中間に位置し，これらを有機的に結ぶシステム  

である．下位の現場レベルは，工場の生産装置を  

自動制御するシステムであり，どの企業において  

も3つの階層レベルの中で最もシステムの導入が  

進んでいるレベルである．これら3つの情報シス  

テムをオンラインネットワークで結び，ライフサ  

イクルという時間軸をも考慮に入れたトータルな  

効率化，省力化，コストダウンなどを実現するこ  

とで，TCO（TotalCostofOwnership）を最小  

化し，競争力を強化することが，これからのグロ  

ーバル経営時代における企業の最大の眼．目となっ  

てくるだろう．横河電機は，このような情報ネッ  

トワークをベースとするリアルタイム経営を実現  

するための解決策として，新ビジネスコンセプト  

「Enterprise Technology Solutions」，略して  

ETSを昨年，国内外に提唱し，具体的なソリュ  

ーション提案の事業を開始した．ETSの考え方  

によるソリューション提案の斬新さは，すでに欧  

米系企業のあいだで評価されはじめており，米国  

GEプラスチックスは早くも採用を決定している．  

ETSは，企業にとって新たな競争力の源泉とな  

る井戸の在処を探り出し，井戸を掘り下げ，水脈  

を当てて利益を汲み出すツールそのものであり，  

まさにグローバル競争時代における経営革新のた  

めの画期的なソリューションとなるだろうと自負  

している．   

このところ，わが国の経営が急速に活力を夫っ  

ている．それどころか，ただでさえセンセーショ  

ナルな単語を好む週刊誌などでは，日本経済は沈  

没寸前だの，崩壊目前だのと，物騒な見出しが並  

んでいる．わが国の景気が低迷しているのは，バ  

ブル経済の崩壊で背負ってしまった負の遺産処理   
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